
ま　え　が　き

最近におけるボイラーは，高性能・燃料の多様化等によりその運転が複雑化するなかで，

エレクトロニクス技術の進歩に支えられて自動制御技術が高度化し，インテリジェントシ

ステムの導入等が行われている。

一方，自動制御装置を過信し，適切な維持管理が行われないと，事故等のトラブル発生

の要因ともなっている。

これらのトラブルを防止するとともに，省エネルギー対策，CO2ガス排出抑制対策，環

境保全対策等の社会的な強い要請の中で，ボイラー技士の適切な職務の遂行が必要であり，

そのため自動制御についての新しい知識と技術の習得が強く求められている。（社）日本

ポイラ協会は，平成10年に「最近のボイラーの自動制御技術」を発刊したが，このような

状況に対応するため，このたび「自動制御委員会」において，見直しを行い，発刊するこ

とになった。

見直しにあたっては，ボイラー技士に必要な自動制御に関する知識をその基本理論，最

近の自動制御及びマイクロコンピュータ等について広く系統的に解説した。

本書がボイラー技士をはじめ関係者各位に広く活用され，ボイラーの安全，かつ，効率

的な運転，取扱いが確保されることを期待してやまない。

平成19年1月

社団法人　日本ポイラ協会

会長　露　木　　保
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